
情 報 工 学 科
Department of Computer Science

ソ フ ト ウ ェ ア 、 ハ ー ド ウ ェ ア の 両 方 に 精 通 し
社 会 に 貢 献 で き る 情 報 技 術 者 を 育 て ま す

■仕組みを知ることが、応用に結びつきます　　 藤田 茂 教授

新しいアプリケーションやゲーム、さらには先端の人工知能、自動運転システムなどを生み出すには、ソフ

トウェアとハードウェアの両面に精通し、土台となるコンピュータシステムの仕組みを理解していることが重

要になります。本学科では、プログラミングの上流であるアルゴリズム設計から学修し、ソフトウェアの理解

を深めると同時に、ハードウェアについても深く学びます。ソフトとハードそれぞれの性能を最大限に生かす

技術を養い、企業や地域、暮らしを支えるシステム開発や情報インフラ構築などに貢献できる情報技術者を育

成します。

学 び の 特 色
■  ソ フ ト ウ ェ ア と ハ ー ド ウ ェ ア の 両 面 を バ ラ ン ス よ く 学 び ま す

■  プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 本 で あ る ア ル ゴ リ ズ ム か ら 応 用 ま で 習 熟 し ま す

■  A I 、I o T 、通 信 分 野 な ど の 知 識 を 総 合 的 に 身 に つ け ま す

求 め る 学 生 像
■  ソ フ ト ウ ェ ア に 関 し て「 使 う 」こ と よ り も「 つ く る 」こ と に 興 味 の あ る 人

■  ソ フ ト ウ ェ ア の 基 盤 と な る ハ ー ド ウ ェ ア や ネ ッ ト ワ ー ク の 技 術 に も 学 習 意 欲 の あ る 人

■  自 ら 手 を 動 か し 、分 析 、考 案 、設 計 す る こ と に 熱 意 を 持 っ た 人

専門科目

科目 基礎科目 基幹科目 展開科目

1
セメスター

■数学基礎
■線形代数基礎　
■物理学基礎

■プログラミング演習1

2
セメスター

■微分積分　■線形代数応用　
■物理学応用

論理学基礎　
■情報工学概論　
■技術文書作成　
■プログラミング演習2

1 年 次
学 び の 基 礎 と な る 力 を 養 い 、プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 に も 挑 戦 し ま す
　情報工学の基礎となる数学・物理を学ぶとともに、講義・演習を通して
プログラミングや報告書・技術文書の作成方法を修得。2年次以降の学びの土台をつくります。

専門科目

科目 基礎科目 基幹科目 展開科目

3
セメスター

確率統計　微分方程式　
物理学実験

■論理回路　■アルゴリズム　
■数値解析　
■計算機工学　
■情報工学実験1

4
セメスター

応用解析　離散数学
統計解析　現代物理学

■エレクトロニクス　
■プログラミング言語　
■システム理論　
■情報工学実験2

2 年 次
実 験 を 繰 り 返 し 、設 計・遂 行・文 章 力 を 身 に つ け ま す
　２年次からは実習を多く取り入れ、専門的な知識・技術を養います。

「情報工学実験」では、実際にハードウェアを動かして報告書を作成し、調査・設計する力、作業を遂行する力、文章をまとめる力を養います。

専門科目

科目 基礎科目 基幹科目 展開科目

5
セメスター

研究室決定

線形代数特論

■インターネット　■データ構造　
■ソフトウェア工学　
■オペレーティングシステム
■データベース　■情報工学実験3

画像処理　ヒューマンインタフェース　
システムソフトウェア　ディジタル信号処理
情報工学英語

6
セメスター

初等整数論

グラフィックス　計算機ネットワーク
ソフトコンピューティング　音響工学　ディジタル通信
ロボット工学　人工知能　自然言語理解　
情報理論　■技術者倫理　■ゼミナール1

3 年 次
具 体 的 な プ ロ ジ ェ ク ト に 挑 み 、実 践 力 を 磨 き ま す
　実験に取り組み、課題を発見し、解決する力を養います。「情報工学実験３」では、自ら設定した課題に対して、
ハードウェアや制御プログラムを作成・評価し、報告書をまとめます。後期から研究室での研究が始まります。

（■：必修科目 / 黒文字：選択科目 / ■：指定科目）※カリキュラムは一部変更となる場合があります。

情 報
科 学 部

専門科目

科目 基礎科目 基幹科目 展開科目

7
セメスター

■ゼミナール2
■卒業演習1

■卒業研究

8
セメスター

■卒業演習2

4 年 次
知 識 と 技 術 、実 践 力 を 結 集 し て 卒 業 研 究 に 取 り 組 み ま す
　４年間の集大成となる卒業研究に挑戦します。各自でテーマや課題を見つけ、自ら考え、得られた成果を卒業論文にまとめます。
研究発表のためのプレゼンテーション技術も高めます。

■�知能システム、コンピュータ・ビジョン、感
性情報処理

■次世代無線通信方式に関する研究
■知能情報学、マルチエージェント
■並列処理、計算機工学
■�応用音響工学、建築音響、３次元音環境再

現、騒音制御

■人工知能応用、プログラミング支援
■�聴覚情報処理の検討、携帯型情報端末によ

る学習支援
■画像処理、ITS、3D 技術
■学習アルゴリズム、進化アルゴリズム　他

注目の
研究

4 年 間 の 学 び の ス テ ッ プ 　 教養教育については P.30へ
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